
ＪＴＢトップインタビュー

エリアソリューション事業部長
取締役常務執行役員

森口浩紀氏

「
共
創
と
加
速
」が
重
点
テ
ー
マ

観
光
地
の
面
で
の
活
性
化
を
推
進

ビジネスソリューション事業本部長
取締役常務執行役員

大塚雅樹氏

企
業
活
動
の
課
題
解
決
に
貢
献

宿
泊
施
設
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
も
重
要
に

ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

エ
リ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
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　ＪＴＢは年度、各事業分野で宿泊
増売や旅ホ連との連携にどう取り組むの
か。ビジネスソリューション事業につい
て取締役常務執行役員ビジネスソリュー
ション事業本部長の大塚雅樹氏に、エリ
アソリューション事業について取締役常
務執行役員エリアソリューション事業部
長の森口浩紀氏に聞いた。

　
―
―

年
度
の
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
取
り
組
み
と

実
績
を
伺
い
た
い
。

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

事
業
全
体
で
計
画
比

％
増
、


年
度
実
績
比

％
増
。
コ
ロ
ナ
禍

の
厳
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
環
境
で
、

重
点
取
り
組
み
事
項
の
一
つ
『
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
＆
イ
ベ
ン
ト
（
Ｍ
＆

Ｅ
）
』
領
域
で
は
、
新
た
な
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
と
、
そ
れ
を
実

現
で
き
る
社
員
の
ス
キ
ル
向
上
な

ど
が
好
成
績
に
つ
な
が
っ
た
」

　
「
具
体
的
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
管

理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
『
Ｃ
ｖ
ｅ

ｎ
ｔ
（
シ
ー
ヴ
ェ
ン
ト
）
』
に
関

す
る
知
見
を
、
営
業
担
当
者
が
習

得
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｃ

ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
は
、
イ
ベ
ン
ト
管
理
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
で
広
く
活
用
さ
れ
て
お

り
、
ス
ム
ー
ズ
な
イ
ベ
ン
ト
運
営

に
加
え
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ス
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
有
効
だ
。
わ

れ
わ
れ
は
、
日
本
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

お
い
て
、
こ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
優
先
的
に
販
売
す
る
こ
と
が
可

能
な
た
め
、
そ
の
強
み
を
生
か
し

て
営
業
を
推
進
し
て
き
た
」

　「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
で
は
、

わ
れ
わ
れ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

お
客
さ
ま
に
訴
求
す
る
イ
ベ
ン
ト

『
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
』
の
開
催
が
事
業

全
体
の
成
果
に
つ
な
が
っ
た
。
お

客
さ
ま
と
の
関
係
性
強
化
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

年

度
に
実
施
す
る
周
年
イ
ベ
ン
ト
や

大
型
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
獲
得
が

進
ん
で
き
て
い
る
」

　
―
―
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
市
場
の

年
度
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
。

　
「
市
場
回
復
率
は

年
度
比


％
と
予
測
し
て
い
る
。
『
旅
行
事

業
』
で
の
海
外
表
彰
式
や
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
旅
行
は
回
復
傾
向
が
緩

や
か
で
、
％
と
見
込
ん
で
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
Ｍ
＆
Ｅ
は

年
度

を
上
回
る
と
見
込
ん
で
お
り
１
１

４
％
で
計
画
し
て
い
る
。
旅
館
で

の
試
飲
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

旅
を
テ
ー
マ
と
し
た
『
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
』
は
、
コ
ロ
ナ
の
収

束
を
受
け
て
伸
長
が
期
待
で
き
、

１
０
４
％
で
計
画
し
て
い
る
」

　
「
『
Ｂ
Ｔ
Ｍ
（
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ

ベ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）事
業
』は
、


年
度
比
で

％
を
計
画
し
て
い

る
。第
１
四
半
期
の
見
込
み
で
は
、

国
内
出
張
は

年
度
比
と
同
水
準

で
推
移
し
て
い
る
一
方
、
海
外
出

張
は
、

年
度
実
績
ま
で
の
回
復

に
は
及
ば
ず
、
上
期
は
厳
し
い
状

況
が
続
く
と
想
定
し
て
い
る
」

　
―
―
そ
う
い
う
環
境
下
で

年

は
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
の
か
。

　
「
企
業
活
動
の
課
題
解
決
に
資

す
る『
Ａ
Ｂ
Ｍ（
ア
カ
ウ
ン
ト
・
ベ

ー
ス
ド
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
戦

略
』
を
基
本
的
な
営
業
方
針
と
し

て
お
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
定

め
た
お
客
さ
ま
へ
徹
底
的
に
寄
り

添
っ
て
い
く
。
最
重
要
タ
ー
ゲ
ッ

ト
層
の『
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
』は
、

年

度
の

社
か
ら

社
に
減
ら
し
て

い
る
が
、１
社
１
社
に
対
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
深
く
寄
り
添
っ

て
い
き
、
１
社
ご
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

総
量
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」

　
「
Ｍ
＆
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
社
内

・
社
員
向
け
の
『
顧
客
イ
ン
ナ
ー

課
題
』
と
、
社
外
・
顧
客
向
け
の

『
顧
客
ア
ウ
タ
ー
課
題
』と
い
う
二

つ
の
戦
略
視
点
を
持
っ
て
い
る
。

顧
客
イ
ン
ナ
ー
課
題
は
、
周
年
・

表
彰
イ
ベ
ン
ト
、
新
入
社
員
研
修

と
い
っ
た
階
層
別
研
修
な
ど
の
領

域
と
な
る
。
顧
客
ア
ウ
タ
ー
課
題

は
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
や
販
売
店

に
対
す
る
旅
行
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
な
る
。

こ
の
領
域
に
は
、
Ｃ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
の

提
案
を
必
ず
し
て
い
き
た
い
」

　
「
『
Ｅ
Ｖ
Ｐ
（
エ
ン
プ
ロ
イ
ー

・
バ
リ
ュ
ー
・
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン

＝
従
業
員
価
値
提
案
）
』
の
領
域

で
は
、
資
本
と
な
る
従
業
員
へ
の

投
資
強
化
に
よ
っ
て
企
業
の
成
長

を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
国
が
推

奨
し
て
い
る
中
で
、
わ
れ
わ
れ
も

Ａ
Ｂ
Ｍ
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
『
人

的
資
本
開
示
』
に
対
す
る
サ
ポ
ー

ト
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
組
織
分

析
サ
ー
ベ
イ
や
社
員
ア
ン
ケ
ー
ト

ツ
ー
ル
な
ど
が
組
み
込
ま
れ
て
い

る
組
織
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
改
善
ク

ラ
ウ
ド
『
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
　
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｖ

Ａ
Ｓ
（
ウ
ィ
ル
キ
ャ
ン
バ
ス
）
』

を
活
用
し
て
、
企
業
の
課
題
抽
出

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
」

　
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
も
重
点

取
り
組
み
事
項
と
な
る
。
具
体
的

に
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
際

に
、
そ
の
会
場
で
使
用
さ
れ
る
電

気
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
置

き
換
え
る
サ
ー
ビ
ス
『
Ｃ
Ｏ

ゼ

ロ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
』
を
開
発
し
、
お
客

さ
ま
や
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
に
提
案

し
て
い
る
。さ
ら
に
、Ａ
Ｂ
Ｍ
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
の
次
期
経
営
層
を
参
加

対
象
と
し
て
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
向
け
た
実
践
的
ア
イ
デ

ィ
ア
を
創
出
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
Ｇ
Ｓ
Ｐ（
グ
ロ
ー
カ
ル
・
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）』

を
開
始
し
て
い
る
。

年
度
は
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
沖
縄
県
・
恩
納
村
と
北
海
道

・
阿
寒
へ
訪
問
し
、
参
加
者
が
地

域
で
の
実
体
験
か
ら
得
た
知
見
と

自
社
の
リ
ソ
ー
ス
を
掛
け
合
わ
せ

た
ア
イ
デ
ィ
ア
の
創
出
に
取
り
組

ん
だ
。

年
度
も
和
歌
山
白
浜
町

と
大
分
県
日
田
市
で
開
催
す
る
」

　
―
―
旅
ホ
連
と
連
携
し
た
取
り

組
み
は
。

　
「
近
年
、
企
業
か
ら
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
観
点
を
提
案
要
素
に
含

め
る
要
請
が
増
加
し
て
い
る
。
と

も
な
っ
て
、
当
社
が
企
業
へ
の
提

案
時
に
は
各
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み

内
容
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
は
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
と
一
緒

に
Ｃ
Ｏ

排
出
抑
制
の
方
法
や
排

出
後
の
対
応
（
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ

ッ
ト
な
ど
）
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
。
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
サ
ー

ビ
ス
へ
の
評
価
は
、
こ
れ
ま
で
客

室
や
料
理
、
温
泉
な
ど
が
主
だ
っ

た
が
、
そ
れ
に
フ
ー
ド
ロ
ス
へ
の

対
処
方
法
や
消
費
電
力
の
削
減
へ

の
対
応
方
針
な
ど
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
が
加
わ
る
。

旅
ホ
連
の
皆
さ
ま
と
徹
底
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
、
こ

の
よ
う
な
情
報
を
蓄
積
し
て
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
て
い
き
た
い
」

　
「
わ
れ
わ
れ
は
大
企
業
と
の
接

点
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
平
日
稼

働
に
寄
与
す
る
研
修
や
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
大
企

業
へ
提
案
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

例
え
ば
、
旅
館
を
貸
し
切
り
に
し

て
、
期
間
中
、
そ
の
企
業
の
色
に

染
め
て
し
ま
う
な
ど
、
旅
館
側
と

企
業
側
が
Ｗ
ｉ
ｎ
＆
Ｗ
ｉ
ｎ
に
な

る
提
案
を
旅
ホ
連
会
員
の
皆
さ
ま

と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
」

　
―
―

年
度
の
取
り
組
み
は
。

　
「
中
期
経
営
計
画
の
現
在
の
フ

ェ
ー
ズ
で
は
、
会
社
と
し
て
は

『
回
復
と
成
長
』
と
い
う
テ
ー
マ

だ
が
、
エ
リ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

事
業
は
新
し
い
事
業
分
野
の
た

め
、
『
開
発
と
成
長
』
を
テ
ー
マ

に
事
業
を
推
進
し
た
。
三
つ
の
事

業
領
域
が
あ
り
、
観
光
地
デ
ジ
タ

ル
化
支
援
領
域
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

提
供
で
、
導
入
事
業
者
数
、
導
入

自
治
体
数
の
拡
大
に
注
力
し
た
。

観
光
地
整
備
・
運
営
支
援
領
域
で

は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
連
携
強
化
に

よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
領
域
や
商

事
領
域
の
拡
大
に
努
め
た
。
旅
ナ

カ
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
領
域
で
は
、

地
域
の
魅
力
向
上
に
向
け
た
コ
ン

テ
ン
ツ
の
拡
充
、
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ

ィ
（
企
業
の
組
織
的
な
能
力
）
の

獲
得
と
推
進
ス
キ
ー
ム
の
確
立
に

取
り
組
ん
だ
」

　
―
―
観
光
地
デ
ジ
タ
ル
化
支
援

領
域
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　
「

年
度
に
開
発
し
た
一
元
的

に
予
約
、
決
済
な
ど
が
可
能
に
な

る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
『
Ｔ

ｏ
ｕ
ｒ
ｉ
ｓ
ｍ
　
Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｆ
ｏ

ｒ
ｍ
　
Ｇ
ａ
ｔ
ｅ
ｗ
ａ
ｙ
』で
は
、

共
通
券
の
作
成
を
通
じ
た
地
域
で

の
周
遊
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

導
入
拡
大
に
向
け
た
ユ
ー
ザ
ー
イ

ン
タ
フ
ェ
ー
ス
基
盤
の
開
発
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
需
要
回
復
を
見
据

え
た
多
言
語
対
応
の
追
加
開
発
を

進
め
た
。
旅
ナ
カ
事
業
者
向
け
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
　

Ｂ
Ó
Ｋ
Ｕ
Ｎ
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
コ
ン
テ
ン
ツ
、
施
設
の
入

場
チ
ケ
ッ
ト
を
多
様
な
ル
ー
ト
で

販
売
で
き
る
Ｇ
Ｆ
Ｊ
チ
ケ
ッ
ト
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
け
る
チ
ケ

ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
の
営
業
に
注
力

し
、
導
入
実
績
は

年
度
末
の
２

０
７
７
事
業
者
か
ら
３
７
０
９
事

業
者
に
拡
大
で
き
た
。
Ｇ
Ｆ
Ｊ
チ

ケ
ッ
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は


月
か
ら
、
ク
ー
ポ
ン
の
金
額
入
力

・
発
券
を
電
子
化
す
る
団
体
向
け

の
新
機
能
も
リ
リ
ー
ス
し
た
」

　
「
地
域
共
創
基
盤
と
し
て
は
、

６
月
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

た
九
州
エ
リ
ア
を
は
じ
め
、
自
治

体
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
の
提
案
を
推
進
し
、

デ
ー
タ
基
盤
の
導
入
件
数
は

年

度
末
に
比
べ
て
１
５
０
％
超
と
な

っ
た
。ま
た
、デ
ー
タ
連
携
・
分
析

を
は
じ
め
と
し
た
導
入
後
の
伴
走

支
援
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
宿
泊
事
業
者
向
け
の
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
多
言
語

で
の
情
報
発
信
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
『
Ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
ｚ
ｎ

ａ
　
Ｉ
ｎ
―
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
』
の
導
入

拡
大
を
進
め
た
結
果
、
ト
ラ
イ
ア

ル
中
を
含
め
た
導
入
客
室
数
が
約

２
万
８
千
室
と

年
度
末
の
５
倍

を
超
え
た
。

年
度
か
ら
実
証
を

進
め
て
き
た
宿
泊
施
設
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ

と
、
自
動
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
な
ど
の

宿
泊
施
設
向
け
の
複
数
の
マ
イ
ク

ロ
サ
ー
ビ
ス
を
連
携
さ
せ
る
『
Ｊ

Ｔ
Ｂ
デ
ー
タ
コ
ネ
ク
ト
Ｈ
Ｕ
Ｂ
』

も

月
に
正
式
リ
リ
ー
ス
し
た
」

　
―
―
観
光
地
整
備
・
運
営
支
援

領
域
に
つ
い
て
は
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
領
域
で
は
、

個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
契
約
自

治
体
に
お
け
る
納
付
額
の
最
大
化

に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
と
有

力
な
自
治
体
へ
の
新
規
獲
得
営
業

の
推
進
に
注
力
し
た
結
果
、
寄
付

額
は

年
度
に
比
べ
て
１
２
０
％

を
超
え
る
成
果
に
つ
な
が
っ
た
。

商
事
関
係
で
は
、
宿
泊
施
設
の
ア

メ
ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
を
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
仕
組
み
を
持
つ
『
ア
メ
ニ
テ

ィ
・
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
』
が
設
立

さ
れ
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
商
事
が
加
入
し
た
。

協
会
と
連
携
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意

識
し
た
商
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
広

げ
て
い
く
」

　
―
―
旅
ナ
カ
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供

領
域
に
つ
い
て
は
。

　
「

年
度
か
ら
『
エ
リ
ア
開
発

領
域
』に
改
称
し
た
の
だ
が
、
年

度
に
は
、
地
域
共
創
型
の
エ
リ
ア

開
発
の
加
速
に
向
け
て
、『
Ａ
Ｌ
Ｌ

―
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
観
光
立
国
フ
ァ
ン

ド
』
を
運
営
す
る
地
域
創
生
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
に
出
資
、

参
画
し
た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
地
域
開
発

に
お
い
て
は
黒
子
の
立
場
だ
が
、

フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
な
ど
を
通
じ

て
地
域
開
発
に
関
わ
っ
て
い
く
」

　
―
―

年
度
の
事
業
で
重
視
す

る
取
り
組
み
は
。

　
「

年
度
は
『
共
創
と
加
速
』

を
重
点
テ
ー
マ
に
、
引
き
続
き
経

済
・
環
境
両
面
で
の
地
域
の
持
続

的
な
発
展
に
向
け
て
、
グ
ル
ー
プ

の
内
外
と
の
共
創
に
よ
る
事
業
展

開
を
加
速
し
、
観
光
地
を
面
で
活

性
化
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
展
さ
せ

る
。
年
度
の
重
点
実
施
事
項
は
、

①
地
域
に
よ
る
持
続
可
能
な
観
光

地
経
営
に
資
す
る
提
供
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
高
度
化
②
各
サ
ー
ビ
ス

・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
磨
き
上
げ

と
共
創
に
よ
る
収
益
の
最
大
化
③

積
極
的
な
投
資
拡
大
に
よ
る
エ
リ

ア
の
発
展
に
資
す
る
事
業
開
発
の

加
速
―
の
３
点
と
な
る
」

　
「
エ
リ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事

業
は
、
『
多
様
な
事
業
者
と
の
共

創
に
よ
り
エ
リ
ア
・
地
域
の
持
続

的
な
発
展
を
希
求
し
続
け
、
そ
れ

を
実
現
す
る
存
在
と
な
る
』
を
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
、
『
地
域
・
エ
リ

ア
を
一
つ
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ

う
に
つ
な
げ
、
価
値
を
高
め
る
』

を
目
指
す
べ
き
姿
に
定
め
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を

結
び
付
け
る
こ
と
で
コ
ン
テ
ン
ツ

が
増
え
、
旅
行
者
の
体
験
が
深
く

な
り
、
滞
在
日
数
が
増
え
、
付
加

価
値
が
高
ま
り
、
消
費
単
価
が
上

が
る
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
つ
く

り
た
い
。
こ
れ
を
具
現
化
す
る
領

域
が
エ
リ
ア
開
発
領
域
だ
。
Ｊ
Ｔ

Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
新
た
な
領
域
と
し

て
先
行
し
て
沖
縄
北
部
エ
リ
ア
で

取
り
組
ん
で
い
る
が
、

年
度
は

こ
れ
を
加
速
さ
せ
る
。
こ
の
エ
リ

ア
開
発
領
域
に
加
え
て
、
観
光
地

デ
ジ
タ
ル
化
支
援
、
観
光
地
整
備

・
運
営
支
援
の
二
つ
の
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
領
域
を
用
い
て
エ
リ
ア
の

付
加
価
値
を
高
め
る
流
れ
を
つ
く

る
」

　
―
―
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
。

　「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の
皆
さ
ま
は
、

地
域
で
エ
リ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
を
進
め
る
上
で
の
最
大
の
パ

ー
ト
ナ
ー
だ
。
エ
リ
ア
開
発
領
域

で
は
、
会
員
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
が
欠
か
せ
な
い
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

一
方
で
、
人
手
不
足
対
策
や
生
産

性
向
上
と
い
っ
た
施
設
の
課
題
に

対
し
て
は
、
Ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
ｚ
ｎ
ａ
　

Ｉ
ｎ
―
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
や
Ｊ
Ｔ
Ｂ
デ
ー

タ
コ
ネ
ク
ト
Ｈ
Ｕ
Ｂ
を
は
じ
め
と

す
る
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
ご
提
案
し
て
い
る
。
自
治
体
や

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
一
体
と
な
っ
た
Ｄ
Ｘ
や

ハ
ー
ド
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
参
画
を
お

願
い
し
た
い
」


